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論　　文　　の　　要　　旨
　FをP一進体，0をその整数環とし，G＝GL。（F）を体F上の〃次一般線形群とすると，K＝α，、
（0）はその極大コンパクト部分群である。GおよびκはF上の〃次非退化エルミート（または対
称）行列のなす空聞Xの上に自然に作用する。X上のK一不変な関数のなす空聞をC。。（κ＼X），その
中でコンパクトな台を持つ関数のなす部分空間をぐ（K＼X）とおく。このとき，コンパクトな台を
持つ両側K一不変な関数の全体のなす空聞4（G，K）は合成積によって可換環となり，ヘッケ環
と呼ばれている。4（G，κ）のビ（κ＼X）への作用を同様に合成積で定義すると，ビ（κ＼X）は
4（G，κ）一加群となり，δ（κ＼X）はその部分加群となる。
　著者は本論文において，次のような結果を得た。
　（1）ド（31，………，∫〃）∈C”，（Fx＼F×）2）加の指標X二（γ1，………，γ，、）およびκ∈Xに対
して，
・（｛）一川・｛（ll）1㌦f（・伽））・1
K1
と定義する∴こで，舳∫件1を満たすハール測度，・1（伽）は舳左上主炊小行ダ1式，
1はFの正規化された付値であって，
K㌧1后∈K；nd｛（肱）≠01
　　　　　f士1
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とする。このとき，L（π，γ，8）はX上の4（G，κ）一同時固有関数，すなわち球関数となるを示し
た。
（2）（1）の球関数を核関数とするぐ（κ＼X）上の球フーリェ変換7で4（G，K）一加群として単射
となるものを構成した。特に，エルミート行列のときは，φ∈δ（K＼x）に対して，
・（／）（・）一∫。1（1）・（ゲ’，1，・）伽
で与えられる。対称行列のときは，著者はさらに慎重な考察を行なって，より複雑な類似の変換を
構成した。
　（3）〃二2の場合に，（1）の球関数を具体的に決定し，（2）のフーリエ変換に対して，プランシェレ
ルの公式を導いた。さらに，フーリエ逆変換の定義をし，これを応用して，δ（Kx）の甘（G，
κ）一加群としての基底を決定し，0。。（κ＼X）の4、（G，K）一固有関数を決定した。
　これらは実数体や複素数体の場合と異なり，素イデアルが分岐する場合と分岐しない場合とはそ
れぞれ異なった取り扱いが必要である。関数等式にはルジャンドル記号など数論的の量が重要な役
割を果たしており，古典的な二次形式の数論の一般化になっている。
審　　査　　の　　要　　旨
　グ進体上の球関数の理論はF．I．Mautnerが1〕G五2について考察し（1958），I．Stakeが可約代数群
に条件付で拡張した（1963）。これらはグ進体上の可約代数群の構造論として，F，Bruhat－J．Tits
の仕事に発展する。球関数については，I．G．Macd㎝aldが球関数の具体的な形およびプランシェレ
ル測度の決定を行なった（ユ971）。これらは代数群のZeta関数や保型関数の研究とも関連が深く，
古典的な理論の発展として注目されている。著者はI．Satakeの理論をさらに一般化し，商空問上
の球関数を構成することによって，従来の2次形式の整数論の古典的な結果を拡張した。著者と
F．Satoとの共同研究による交代形式の球関数の理論とあわせて，これらの理論は急速に発展しつ
つある。著者は綴密な計算を独創的な方法で着実に実行し，球関数，フーリエ変換の構成，フーリ
エ逆変換，プランシェレル公式の記述に成功したもので，今後，局所密度の研究への応用，一般の
クー進体上の可約代数群への拡張など将来への期待も大きく，その成果は高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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